
戦略的海上保安体制の構築

尖閣諸島周辺海域における中国の大型公船への対応に万全を期すため、大型巡視船１４隻相当による専従
体制の確立に向けて 大型巡視船の増強 石垣港の拠点機能の強化等を着実に推進するとともに 更なる情勢 骨太方針2014 2 4(3)

概算要求 税制要望

504.4億円 拡充

体制の確立に向けて、大型巡視船の増強、石垣港の拠点機能の強化等を着実に推進するとともに、更なる情勢
の変化にも対応し得る体制を確保するため、全国からの応援派遣体制を構築する。

さらに、尖閣諸島周辺海域における外国漁船の活動の活発化や我が国を取り巻く国際情勢の緊迫化に加え、
安全保障法制整備に係る閣議決定において海上保安庁の対応能力の向上等が求められていることから、尖閣
諸島周辺海域において、また全国においても隙のない海上保安体制を構築する。

骨太方針2014 2.4(3)
安保法制に関する閣議決定
海洋基本計画 第1部
2(2),3(2), 第2部5(1)

海上保安庁の対応

外国公船の状況

現 状 ● 大型巡視船の増強整備等【大型巡視船14隻相当体制】
①大型巡視船 10隻※ 複数クル 制の導入により10隻の巡視船で12隻分の稼働率を確保

尖閣領海警備専従体制の確立に向けた人的・物的基盤の整備

尖閣諸島周辺海域の状況

中国大型公船の増強計画

中国大型公船による、

・常時５隻程度の徘徊

・領海侵入が頻発

①大型巡視船 10隻※ 複数クルー制の導入により10隻の巡視船で12隻分の稼働率を確保

②ヘリ搭載型巡視船の機能向上等

● 石垣港の拠点機能の強化
桟橋、宿舎など必要な施設整備

● 専従体制に必要な乗組員等の要員確保構

尖
閣
諸
島

● 全国からの応援派遣体制の構築【高性能化を図った巡視船の整備等】

①大型巡視船の整備 6隻

更なる情勢の変化にも対応し得る体制の確保

中国大型公船の増強計画
中国海上法執行機関の統合

・常時徘徊隻数が倍増するおそれ

更なる情勢の変化のおそれ

● 第十一管区海上保安本部の体制強化
構
築
す
べ
き
体

島
周
辺
海
域
に ①

②中型巡視船の整備 12隻

③ヘリ搭載型巡視船の機能向上等
・更なる情勢の緊迫化

外国漁船等の状況

制に
お
い
て

● 航空機 よる尖閣 時間監視体制 構築

隙のない海上保安体制の構築

・外国漁船の活動の活発化

・周辺海域における国際情勢の緊迫化

● 航空機による尖閣24時間監視体制の構築 （新型ジェット機の整備）

● 外国漁船に対応した規制能力強化型巡視船の整備
（小型巡視船（規制能力強化型）の整備)

● 全国からの応援派遣体制の構築 （全国の巡視船艇の代替整備）

体
制

構
築
す
べ
き

全
国
的
に

・「警察機関と自衛隊を含む関係機関
が基本的な役割分担を前提に協力」

・「各々の対応能力を向上」
（安保法制に関する閣議決定 平成26年7月1日）

● 不法行為への的確な対応体制の構築
不法行為、不審事象を早期に発見し、迅速かつ機動的に対応するための体制を全国的に構築
・航空機による広範・効率的な監視体制 ・巡視船艇等に係る軽油引取税の課税免税措置の恒久化
・情報収集専従要員、情報分析専従要員の確保等
・全国の既存巡視船艇の代替整備 7-1



アジア各国の海上保安機関の能力向上支援
骨太方針2014 2.4(3)
国家安全保障戦略 第Ⅳ章1(4) 4(2) 5(3)

概算要求

新規 0.3億円

○専門家派遣や各国からの受入れ研修によるアジア海上保安機関の能力向上支援の推進
○アデン湾における海賊対策等の共同訓練を通じた 各国海上保安機関との連携強化の推進 国家安全保障戦略 第Ⅳ章1(4), 4(2), 5(3)

海洋基本計画 第1部3(2)(5), 第2部5(1), 
11(2)(3)

新たな課題海洋を取り巻く現状

○アデン湾における海賊対策等の共同訓練を通じた、各国海上保安機関との連携強化の推進
○海上保安に係る課題解決に資するための海上保安政策の立案・実践を担う高度な知識・能力を有する職員の

育成及びアジア諸国海上保安機関職員受け入れによる各国海上保安機関との更なる連携強化

周辺諸国の経済成長 国力の発展に伴う海洋進出の活発化 ○ ジ 海域全体 安全 安心 我が国 安全 安心

海上で発生し得る種々の課題解決のため 海上保安政策の立案・実践を担うより高度な人材育成が必要

周辺諸国の経済成長・国力の発展に伴う海洋進出の活発化
○海洋活動域の拡大 ○海洋資源利用の拡大

○アジア海域全体の安全・安心 ＝ 我が国の安全・安心
○海洋権益の主張、海賊・テロに対して、各国間の連携・認識共有が重要

当庁の国際支援の現状⇒海上保安業務に係る分野毎の能力向上支援

海上で発生し得る種々の課題解決のため、海上保安政策の立案・実践を担うより高度な人材育成が必要

○多国間・二国間連携 （長官級会合等の開催、協定締結等）

○職員 招 育成等

各国海上保安機関との連携強化に係る取組みの推進

海上保安庁職員に対して実務と
理論を兼ね備えた既存の教育を

アジア諸国の
人材育成に係る

相互理解醸成
機関交流の促進

海上保安大学校 「海上保安政策課程」の創設

○職員の招へい・育成等（職員の招へい・育成、専門家派遣、訓練実施等）

○関係国際機関等との連携 （職員派遣、会議参加等）

理論を兼ね備えた既存の教育を
上回る高度な教育の実施

人材育成に係る
強力な国際支援

高度の実務的・応用的知識

分析 提案能力

国際法についての知識・事例研究

アジア諸国海上保安機関職員を

分析・提案能力

国際コミュニケーション能力 ・ 課題解決のための
共通認識確立

・ 域内連携促進

◆政策プロフェッショナルの養成
◆現実の政策課題に関する国際水準に

適合した研究

◆海上保安庁幹部職員の養成
◆国際海洋政策、海上保安政策に関する

学際的な研究

○海上保安大学校と政策研究大学院大学が連携した１年間の課程
○目的達成に向けて、それぞれの特徴を融合した合理的な人材育成

アジア諸国海上保安機関職員を
受入れ、能力向上支援

不測事態回避
海外課程生の滞在等を支援 7-2



海洋調査の推進と海洋権益の確保のために必要な情報・環境整備

海洋権益の確保や海上の安全を図るため、広域かつ詳細なデータを収集すべく海洋調査を推進するととも
が

骨太方針2014
2 4(3)

概算要求

下記参照

に、海洋権益の確保に必要な情報の解析、処理等が可能となるシステム等の整備を進める。
また海洋権益保全のために必要となる、低潮線の保全、遠隔離島における活動拠点の整備等を推進する。

2.4(3)
海洋基本計画 第1
部2(3), 第2部6

海洋権益の確保のための情報整備

■海洋基盤情報管理装置の改修

海洋調査の推進 概算要求： 21.2億円 概算要求： 3.3億円

■海洋基盤情報管理装置の改修

海
洋
権
益

海
洋
権
益東シナ海 日本海を

調査海域

■東シナ海、日本海を重点的に最新の技術
を用いて海洋調査を推進

衛星写真 関連資料

電子海図 電子海図
衛星写真

情報デ タ改

現 状

益
の
確
保
に

益
の
確
保
に
必
要
必
要

低潮線
低潮時における陸地と
海面の境界線

↓
領海・ＥＥＺの

海岸線

高潮時における陸地と
海面の境界線

東シナ海、日本海を
重点的に調査中

国連大陸棚限界委員会の勧告
（Ｈ24.4）で認められた範囲

国土面積の約８割

大陸棚の延長 ＥＥＺ調査データ

衛 写真

空中写真測量成果

データの関連付けなし
出力不可

ＥＥＺ情報データ
空中写真
測量成果

関連情報 ほか

改
修

情報の関連付け
必要な情報 抽出 編集 な

資
料
（イ
メ
ー

な
資
料
（イ
メ
ー

領海
基本となる線 海面の境界線

↓
領土の範囲を
決める線

国土面積の約８割

海上保安庁が昭和58年以来
25年にわたって実施してきた

海洋調査の成果

多数の大縮尺海図の刊行

出力不可 必要な情報の抽出・編集
計算、重畳出力、情報図作成

■多数の大縮尺海図の刊行等

S-101電子海図の普及

ー
ジ
）

ー
ジ
）

調査の種類

海底地形調査、領海基線調査、
地殻構造調査、AUVによる海底地形調査

沖ノ鳥島の保全、低潮線の保全、遠隔離島における活動拠点の整備等 概算要求：127.3億円及び 1,973

AUVによる海底地形調査

領海基線調査

○沖ノ鳥島の保全・管理等 ○低潮線の保全・管理

＜沖ノ鳥島（整備中）＞ ＜南鳥島（整備中）＞

沖ノ鳥島の保全、低潮線の保全、遠隔離島における活動拠点の整備等

北小島
東小島

保全拠点
施設

○遠隔離島における活動拠点整備と更なる利活用

概算要求 127.3億円及び 1,973
億円の内数

保全対象の小島と
保全の拠点となる施設

イメージ図

特定離島港湾
施設整備地

礁嶺

地方整備局等職員による
巡視

特定離島港湾
施設整備地
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